
イネいもち病の発生生態と防除に関する試験研究
根本文宏（元 福島県農業総合センター）

主な研究テーマ：イネいもち病の発生予察技術の高度化と予察に基づく防除法の検討

葉いもち 穂いもち 平成15年穂いもち多発地域

いもち病発生予察の高度化を目指して

コンピュータを用いた予測システムの構築

◼ 病害虫発生予察の目的

防除を適期で経済的なものとするために行う

病害虫の現時点での発生状況を的確に把握・解析し、

将来のある時点における発生程度や発生量さらには

農作物が受ける被害を予測し、それに基づいた病害虫

制御のための判断資料を提供する



コンピューターを活用したイネいもち病の発生予察

BLASTAM：越水幸男博士（元東北農業試験場）

BLASTL:橋本晃博士（元福島県農業試験場）

FORTRAN言語によるコンピュータモデルとして構築
→N88Basic言語へ書き換え、パーソナルコンピューター利用へ

パーソナルコンピューターからオンラインネットワークでの利用へ

高度情報処理によるイネいもち病の発生予察方法の改善に関する特殊調査
（平成８年度～平成１１年度）
参画県：福島県、岩手県、新潟県、香川県、佐賀県 （岡山県※）※オブザーバー参加

事業推進主査：農林水産省農業研究センター水田病害研究室長
研究推進アドバイザー：農林水産省東北農業試験場病害生態研究室長

（目的）
〇 いもち病発生予察プログラムの汎用言語への書き換え
〇 東北地域で実用性を評価されたプログラムが西日本でも適応するか
〇 発生予察への利用と予測結果に基づく防除方法の改善

（事業成果）
・成果を「コンピューターを活用した「イネいもち病」の発生予察実施マニュアル」として整理

・BLASTAM、BLASTLともに西日本でのイネいもち病発生予察に利用可能
（当たる当たらないの議論から、判定結果と実際の発生状況を比較検討し、地域・防除体系に応じた利用へ）

・JPP-NET（植物防疫情報総合ネットワーク）の運用開始により、
オンラインネットワークを活用した発生予察システムとして実用化に目途が立つ

平成12年11月30日植物防疫事業50周年記念式典にて農産園芸局長感謝状を授与される



PC版BLASTAMの演算結果画面の例



PC版BLASTLの演算結果画面の例

BLASTLの要因関連図
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日本気象協会

都道府県病害虫防除所
JPP-NET病害虫発生予察システムの利用

JPP-NET事務局
サーバ

・現地発生状況調査
・予察モデルの判定結果

・葉いもち防除要否判断支援情報
・防除対策情報

農家や生産組織等による防除



予測日
葉いもち少発生気象条件

葉いもち多発生気象条件

様々な気象条件下での病勢進展予測 いもち病抵抗性が異なる品種での病勢進展予測

葉いもち抵抗性強

葉いもち抵抗性弱

葉いもちシミュレーションモデルＢＬＡＳＴＬでできること



病害虫発生量少 N1 N2 N3 多

純損失額
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防除による収益増

防除費用

金

額

経済的被害許容水準

防除の対象としたときの病害虫発生量と最適防除を行ったときの防除費用及び防除によって得られた
増収額との関係（岡田、1991を改変）

◼ 病害虫発生予察の目的

防除を適期で経済的なものとするために行う

病害虫の現時点での発生状況を的確に把握・解析し、

将来のある時点における発生程度や発生量さらには

農作物が受ける被害を予測し、それに基づいた病害虫

制御のための判断資料を提供する



今後のいもち病発生予察の研究に期待すること

いもち病抵抗性品種の普及や防除体系が複雑化

（育苗箱処理、早期の水面施用、ドローンの利用など）

発生予察情報を正しく理解し、適時防除（適切な防除要否の判断）を行えるように

するためには・・・

１） どのような受益者に対して情報を提供するのか

２） 防除体系ごとの経済性評価が必要

３） 防除不要という情報は、どこまで出せるか

４） 環境と調和した病害虫防除指導へ（みどりの食料システム戦略）

地域生態系適応型高精度発生予察技術と最適防除意志決定支援システムの構築

・品種や栽培環境を高精度に反映し、農家が防除要否の意思決定を支援するモデルの構築
（モデルによる予測結果の病害虫発生予察情報及び防除指導への利用）

・イネの生育（感受性変動）予測やいもち病の病勢進展予測、防除要否判定にAIの活用など
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